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 信
州
善
光
寺
近
辺
の
算
額
見
学(

三) 
 六

、
木
島
平
村
の
算
額 

九
月
七
日(

土)

、
こ
の
日
は
私
の
74
歳
の
誕
生
日

で
し
た
が
、
ひ
と
り
寂
し
く
、
長
野
市
内
の
ホ
テ
ル

か
ら
木
島
平
村
に
向
か
い
ま
し
た
。
木
島
平
村
は
善

光
寺
か
ら
北
北
東
へ
車
で
凡
そ
45
か
ら
50
㎞
位
の

山
間
に
あ
り
ま
す
。
調
べ
る
と
現
在
の
人
口
は
四
千

三
百
人
余
り
と
あ
り
ま
す
。
算
額
（
レ
プ
リ
カ
）
等

の
資
料
は
「
ふ
る
さ
と
資
料
館
」
に
展
示
さ
れ
て
い

る
と
い
う
情
報
を
得
て
い
た
の
で
目
指
し
ま
し
た
。

着
い
て
み
る
と
そ
こ
は
廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
を
改

装
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
休
館
日
は
月
曜
と
あ
っ

た
の
で
安
心
し
て
行
く
と
、
係
り
の
人
が
い
な
く
、

展
示
室
は
閉
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
い
た
人

に
事
情
を
話
す
と
、
誰
も
来
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て

担
当
の
方
は
運
動
場
の
方
へ
行
っ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
最
終
的
に
は
展
示
室
を
開
け
て
頂
き
見
学
で
き

ま
し
た
が
、
や
は
り
事
前
連
絡
し
て
か
ら
行
く
よ
う

に
す
べ
き
と
反
省
し
ま
し
た
。 

さ
て
、
木
島
平
村
の
算
額
で
す
が
、
現
存
算
額
が

八
面
あ
り
、
小
さ
な
村
で
こ
れ
だ
け
の
算
額
が
あ
る

の
は
珍
し
い
と

言
わ
れ
て
い
ま

す
。
八
面
は
二

神
社
、
三
寺
院

に
あ
り
、
六
面

は
幾
何
図
形
、

二
面
は
測
量
の

算
額
。
そ
の
一

覧
を
表
に
示
し

ま
す
が
、
№
６

～
８
は
格
天
井

の
算
額
と
い
う

こ
と
で
、
天
井

に
は
め
込
ま
れ

て
い
る
と
い
い

ま
す
。 

 

木
島
平
村
の

和
算
は
計
見
村

の
和
算
家
・
野

口

湖

龍

保
敞

や
す
た
か

(

？
～
一
八
一

四)

に
始
ま
る

と
文
献
に
あ
り
ま
す
。
保
敞
は
岩
井
村
（
中
野
市
）

で
生
ま
れ
た
が
計
見
村
中
島
の
名
望
家
野
口
惣
右
衛

門
家
へ
養
子
に
入
っ
た
。
和
算
を
学
び
は
じ
め
た
の

は
三
十
歳
前
後
で
、
そ
の
頃
は
宗
三
郎
と
い
っ
た
。

は
じ
め
藤
沢
近
行
と
い
う
人
か
ら
宮
城
流
の
和
算
を
、

そ
の
後
小
林
松
順
か
ら
関
流
を
学
ん
で
い
ま
す
。
藤

沢
・
小
林
と
も
江
戸
の
和
算
塾
で
学
ん
だ
経
歴
が
あ

り
、
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
湖
龍
も
ま
た
江
戸
の
藤
田

嘉
言

よ
し
と
き

に
教
え
を
受
け
た
と
も
い
い
ま
す
。
多
く
の
門

人
が
い
て
、
越
後
の
魚
沼
郡
に
も
門
人
が
い
た
こ
と

が
算
額
か
ら
わ
か
る
と
い
い
ま
す
。 

 

著
書
に
『
算
法
童
蒙
階
梯
録
』『
三
餘
数
学
』
が
あ

り
、『
三
餘
数
学
』
の
中
で
は
、「
一
年
の
余
り
の
冬
、

一
日
の
余
り
の
夜
、
時
の
余
り
の
雨
天
時
、
こ
の
三

余
こ
そ
学
び
の
と
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
と
い

い
ま
す
。 

 

保
敞
の
門
人
本
山
要
八
宣
智
は
、
寛
政
十
二
年
の

水
穂
神
社
の
算
額
に
問
題
を
載
せ
て
い
ま
す
が
、
和

算
で
は
湖
浪
と
称
し
た
。
湖
浪
に
も
大
勢
の
門
人
が

い
て
、
門
人
の
数
で
は
師
匠
の
湖
龍
に
劣
ら
な
か
っ

た
と
い
い
ま
す
。
文
化
八
年
の
一
川
谷
大
元

い
ち
か
わ
だ
に
お
お
も
と

神
社
の

算
額
で
は
師
匠
と
し
て
問
題
を
載
せ
て
い
ま
す
。
湖

浪
の
門
人
に
は
月
岡
湖
梅
が
い
ま
す
が
、
湖
梅
は
越

後
直
江
津
の
高
名
な
和
算
家
・
小
林
百
哺
に
も
習
っ

て
い
ま
す
。
小
林
百
哺
は
著
名
な
内
田
五
観
（
和
算

の
歴
史
の
最
後
を
飾
る
大
物
）
の
門
人
で
、
高
野
長

英
の
逃
亡
の
と
き
に
一
時
長
英
を
匿
っ
た
こ
と
で
知

ら
れ
ま
す
。
色
々
な
関
係
が
あ
る
も
の
で
す
。 
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田
舎
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 

No 寺社 奉納者 問題数 寸法（㎝） 確認

1 寛政12 1800 水穂神社 野口保敞と門人6名 7問 58×160

2 文化8 1811  一川谷大元神社 本山宣智と門人6名 7問 74×147

3 文政12 1829 水穂神社 浦野幸盈門人2名 測量額 54×147

4 弘化2 1845 天然寺観音堂 本山宣智門人1名 2問 40×61 平成6

5 嘉永5 1852 満昌院 月岡（湖梅） 2問 40×49 平成14

6 明治21 1888 天満宮 小林半治郎 測量額 45×45

7 明治21か 天満宮 小林重松 2問 45×45

8 明治21か 天満宮 小林廣吉 2問 45×45

奉納年

以前から
知られて
いた

平成15

（注）No6～8は格天井算額

　　　　　　木島平村の算額
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七
、
寛
政
十
二
年
の
水
穂
神
社
の
算
額 

こ
こ
で
は
具
体
例
と
し
て
、
水
穂
神
社
の
寛
政
十

二
年
の
算
額
を
取
り
上
げ
た
い
。
問
題
数
は
師
の
野

口
湖
龍
保
敞
の
問
題
と
、
門
人
六
名
に
よ
る
六
問
の

計
七
問
が
あ
り
、
年
月
は
「
寛
政
十
二
庚
申
歳
正
月

吉
日
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
内
容
は
次

の
様
な
も
の
で
す
。 

 

一
問
目
は
、
図
の
よ
う
に
正
三
角
形
内
に
斜(

頂
点

か
ら
対
辺
に
引
い
た
線
分)

を
隔
て
て
左
右
の
等
辺
に
等

円
が
接
し
て
い
る
と
き
、三
角
面（
三
角
形
の
一
辺
）

と
左
右
の
円
の
数
で
等
円
径
を
表
せ
と
い
う
も
の
。

現
代
解
法
は
三
角
関
数
を
用
い
て
解
い
て
い
る
が
、

当
時
は
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

二
問
目
（
其
一
）
は
、
図
の
よ
う
に
直
（
長
方
形
）

内
に
大
小
の
矢
で
菱
形
が
で
き
て
い
る
と
き
、
直
長

（
横
の
長
さ
）
が
480
寸
、
直
平
（
縦
の
長
さ
）
が
360

寸
、
大
矢
が
400
寸
、
小
矢
が
351
寸
な
ら
、
菱
面
（
菱

形
の
辺
長
）
は
幾
つ
か
と
い
う
も
の
。 

三
問
目
（
其
二
）
は
、
図
の
よ
う
な
台
形
で
上
頭

（
上
底
）
が
1
寸
、
下
頭
（
下
底
）
が
7
寸
で
あ

り
、
底
辺
に
平
行
な
直
線
で
等
し
い
面
積
に
分
割
し

て
何
人
か
に
分
け
た
。
初
横
（
最
上
段
の
台
形
の
下

底
）
が
3
寸
の
と
き
に
人
数
を
問
う
と
い
う
も
の
。 

 

四
問
目
（
其
三
）
は
、
図
の
よ
う
に
直
角
三
角
形

の
中
に
等
円
が
そ
れ
ぞ
れ
の
辺
に
接
す
る
よ
う
に
あ

る
と
き
、
等
円
径
を
勾
と
股
で
表
せ
と
い
う
も
の
。 

 

五
問
目
（
其
四
）
は
、
図
の
よ
う
に
五
角
斜
（
星

形
）
が(

外)

円
に
内
接
し
、
甲
乙
円
が
図
の
よ
う
に

接
し
て
い
る
と
き
、

甲
円
径
で
乙
円
径

を
表
せ
と
い
う
も

の
。 

 

六
問
目（
其
五
）

は
、
図
の
よ
う
に

直
角
三
角
形
の
中

に
五
つ
の
方
（
正

方
形
）
の
全
・
甲
・

乙
・
丙
・
丁
が
接

す
る
よ
う
に
あ
る

と
き
、
丙
・
丁
の

一
辺
か
ら
勾
を
求

め
よ
と
い
う
も
の
。 

 

七
問
目（
其
六
）

は
、
図
の
よ
う
に

正
方
形
の
甲
・

乙
・
丙
が
あ
り
、

甲
の
一
辺
の
二
乗

と
乙
の
一
辺
の
二

乗
の
和
と
、
乙
の

一
辺
の
二
乗
と
丙

の
一
辺
の
二
乗
の

和
で
、
丙
の
一
辺

を
求
め
よ
。但
し
、

方
面
の
差
は
等
し

い
と
す
る
、
と
い

う
も
の
。 
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門
人
の
名
は
次
の
よ
う

に
あ
り
ま
す
。 

  

第
一
術
信
州
水
内
郡
藤

澤
村 

久
保
田
三
郎
右
衛

門
邦
教
、 

第
二
術
越
後
州
魚
沼

郡
大
井
平
村 

保
坂
甚
右

衛
門
信
美
、 

第
三
術
同
州
同
郡
中

深
見
村 

中
澤
久
四
郞
保

光
、 第

四
術
信
州
高
井
郡

計
見
村 

白
川
小
右
衛
門

勝
直
、 

第
五
術
同
州
同
郡
中

村 

本
山
要
八
宣
智
、 

第
六
術
同
州
同
郡
高

石
村 

田
中
嘉
右
衛
門
豊

勝 

         

                             

水穂神社の算額（寛政 12年(1800)、HP「和算の館」より） 
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八
、
木
島
平
村
の
そ
の
他
の
算
額 

こ
こ
で
は
木
島
平
村
の
そ
の
他
の
算
額
写
真
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。
私
が
撮
っ
た
写
真
は
う
ま
く
撮
れ

て
い
な
い
の
で
、
ネ
ッ
ト
か
ら
の
借
用
で
す
。 

               

参
考
文
献 

(

１)

長
野
県
和
算
研
究
会
『
木
島
平
村
の
和
算
』（
木
島
平
村

教
育
委
員
会
、
平
成
17
年
） 

(

２) 

中
村
信
弥
『
改
訂
増
補
長
野
県
の
算
額
』（
平
成
19
年

電
子
復
刻
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
和
算
の
館
」） 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
探
査
機
は
や
ぶ
さ
２
が
13
日
、
地
球

に
向
け
て
小
惑
星
り
ゅ
う
ぐ
う
を
出
発
し
た
と
い
う
。

二
回
の
着
陸
で
入
手
し
た
り
ゅ
う
ぐ
う
の
岩
の
破
片

が
入
っ
た
カ
プ
セ
ル
を
抱
え
、
宇
宙
空
間
を
八
億
㌔

飛
行
し
て
、
来
年
末
に
帰
還
す
る
と
い
う
。
無
事
カ

プ
セ
ル
を
回
収
で
き
れ
ば
、
太
陽
系
の
成
り
立
ち
や

地
球
の
生
命
起
源
に
迫
る
成
果
が
期
待
さ
れ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。 

こ
の
は
や
ぶ
さ
２
、
帰
路
は
一
年
余
り
の
旅
だ
が
、

往
路
は
三
年
半
か
け
て
三
十
二
億
㌔
を
飛
ん
だ
と
い

う
。り
ゅ
う
ぐ
う
着
陸
と
い
う
目
的
を
果
た
す
に
は
、

追
い
つ
く
頃
に
は
同
じ
く
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
が
必
要
。

と
こ
ろ
が
は
や
ぶ
さ
２
の
エ
ン
ジ
ン
で
は
急
な
加
減

速
は
で
き
な
い
た
め
時
間
を
か
け
て
調
整
す
る
必
要

が
あ
っ
た
た
め
長
旅
と
な
っ
た
と
い
う
。 

は
や
ぶ
さ
の
壮
大
な
ド
ラ
マ
を
実
現
す
る
に
は

様
々
な
技
術
が
必
要
。
夢
の
ま
た
夢
だ
が
、
仮
に
若

い
頃
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
に
入
れ
て

頂
い
て
い
た
ら
何
の
技
術
で
貢
献
し
た
い
と
思
っ
た

だ
ろ
う
か
。
は
や
ぶ
さ
の
軌
道
計
算
に
関
係
で
き
て

い
た
ら
最
高
と
思
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

ふるさと資料館の展示 

天然寺の算額（弘化 2年(1845)、「和算の館」より） 

水穂神社の算額２（測量額、文政 12年(1829)、「和算の館」より） 


